
探究のポイント 第8回

　群馬県立桐生高等学校は、普通科と理数科からなる進
学校で、2007年度、2012年度と２期連続でスーパーサ
イエンスハイスクール（SSH）に指定され、理数科の生
徒を対象に、課題研究等を行ってきた。2017年度の３期
目の指定に際しては対象を全校生徒に拡げるとともに、
学校設定教科「探究」を設置して、探究的な学習に取り
組んでいる。同校の「探究」の概要と、指導内容の共有
など全校で実施するための工夫と今後の方針について、
教務主任の七原登先生、資質・能力育成部部長の北村元
教先生、SSH主担当の関口賢司先生にお話をうかがった。

探究の技法のオリジナルテキストや
新たな校務分掌を設置し、全校での探究的な学習を実現

３年間５単位の学校設定科目で
全校での探究的な学習を実施

　群馬県立桐生高等学校では、SSHの第１期、第２期に

は、理数系教育に重点を置き、近隣の群馬大学理工学部

からの支援によって、理数科の生徒が大学で長期にわた

る課題研究を行ってきた。続く第３期では、学習指導要

領改訂に伴い「総合的な学習の時間」が「総合的な探究

の時間」に変更されるのに先立って、対象を全校に拡げ

て探究的な学習を行うことにした。

　このコーナーでは、新学習指導要領のキーワードの一つである「探究」について、「総合的な探究の時間」や
各教科の授業で実践していく上でのポイントを、高校での取り組み事例などから見ていく。今回は、SSHでの
課題研究の実践を生かし、2017年度から学校設定教科「探究」に取り組む群馬県立桐生高等学校を紹介する。
なお、同校は2021年４月、群馬県立桐生女子高等学校と統合し、新しい高校としてスタートする予定である。
今回の記事では、2020年度までの取り組みを振り返ってお話しいただいた。

❖「探究」「探究基礎」を３年間５単位配当

❖「探究基礎Ⅰ」ではオリジナルテキスト『学びの技法』を用いて、全教員が課題研究の指
導を共有

❖「資質・能力育成部」の設置や人事の工夫で指導内容を共有・継続

❖グランドデザインを見直し、各教科で培う資質・能力を紐付ける

群馬県立
桐生高等学校の
「探究のポイント」

　そして３期目のSSHの研究開発課題を「これからのよ

りよい社会を創り出す主体性・協働性を身に付けた科学

技術人材の育成」、SSHの取り組みを通して育成をめざ

す資質・能力を、「主体性」「協働性」「創造的思考力」「科

学的な見方・考え方」とした。その育成を中心的に行う

教科として2017年度に設置したのが学校設定教科「探

究」で、科目として１年生は「探究基礎Ⅰ」と「探究

Ⅰ」、２年生は「探究基礎Ⅱ」と「探究Ⅱ」、３年生は

「探究Ⅲ」を設置した。「探究」の指導は教員全員で行う

ことになった。

　2019年度を例に同校の３年間の流れ＜図表１＞を概
観すると、１年生の「探究基礎Ⅰ」では、まず同校オリ

　群馬県立桐生高等学校

北村元教 先生 関口賢司 先生七原登 先生
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ジナルのテキスト『学びの技法』（詳細は後述）を使用し

て、グループワークをしながら探究的な学習の技法を身

につける。２学期からは「探究Ⅰ」が始まり、「探究基礎

Ⅰ」で身につけた力を用いて班での短い探究的な学習に

取り組む。ここでは「桐生学Ⅰ」として、身近な桐生市

の現状について課題を設定する。課題設定に先立って、

市役所の各課の職員や群馬大学理工学部の教授から桐生

市の現状や問題点についての講義をしてもらい、これを

もとに興味・関心の近い生徒が集まって、各クラス６つ

の班を編成して研究に取り組む。研究は、桐生に関する

ことが中心だが、そのテーマは多岐にわたる＜図表２＞。
「課題は桐生をもとに考えますが、桐高だけにこだわるの

ではなく“桐生と他の地域”、“桐生と世界”というよう

に発展させてもかまいません」（北村元教先生）。

　その後「情報収集」と「整理・分析」をし、１年生の

最後にポスター発表による「まとめ・表現」を行う。ま

題研究を行うが、前半の「探究基礎Ⅱ」では、課題の設

定にじっくり取り組む。生徒は興味・関心に応じて「行

政・地域政策・振興・観光」「経済・経営・起業」「国際・

言語」「歴史・伝統・文化・芸術・芸能」「教育」「数学・

情報」「物理」「化学」「生物」「地学」「環境」の11分野に

分かれ、１班３〜７名程度で研究に取り組む＜図表３＞。
　課題の設定は、「情報収集」「整理・分析」をして、課

題設定の背景や動機、目的、仮説、実験（検証)方法の

検討などを行い、テーマの検討発表会でポスター発表を

するという一連の流れを経て決める。ポスター発表では、

群馬大学や共愛学園前橋国際大学の教授らから研究計画

や検証方法について指導・助言してもらい、これをふま

えて最終的な課題を決定し、夏休み中と２学期の調査・

研究計画を立てる。授業としては２学期から「探究Ⅱ」

が始まる。

　また、「探究基礎Ⅱ」の中で「スーパーサイエンス講

座」を年に数回開催しており、群馬大学・共愛学園前橋

国際大学の協力を得た「データ解析の基礎」「統計学の

基礎」「伝える力」と題する講演を開催して、科学的根拠

をもった研究や、プレゼンテーション能力の向上につな

げている。さらに、研究に必要な実用的な英語を学ぶ

「科学英語講座」もある。「これらの講演は生徒だけでな

く教員にとっても参考になり、指導力の向上につながっ

た研究の過程では、

テーマに応じて桐生

市内の記念館や資料

館、企業、市役所な

どへのフィールドワ

ークも行う。

　２年生になると、

班ごとに本格的な課

ています」（関口賢司先生）。

　そして12月から発表準備をし、１月

末にグループでのポスター発表を行う。

「２年生は、科目は『探究基礎Ⅱ』と

『探究Ⅱ』に分かれていますが、生徒と

しては一続きで課題に取り組みます」

（関口先生）。

　３年生の「探究Ⅲ」では、２年生の

研究テーマについて、グループで口頭

発表の準備と発表、報告書の作成を行

う。以上のように、１年生から「課題

聞く力・課題発見力・読解力・情報収集力・情報整理力・データ分析力・
執筆力・プレゼンテーション力・グループ学習・ディスカッション

「探究基礎Ⅰ」・「探究基礎Ⅱ」

「探究Ⅰ」

「探究Ⅱ」

「探究Ⅲ」

学びの深化

社会とのかかわり
（桐生・国内外） 学びの創発

大学
研究機関 企業 小中学校

高等学校

市役所 ＮＰＯ団体
市民団体

保護者
地域

「海外研修」
「発表会」
「小中学生への発表」
「地域との連携」
「人材活用」等

「科学系部活動」
「理工系女子生徒の育成」
「科学の甲子園」
「科学系コンテスト」
「理数科研修」等

習得した知識・技能を活用する力と粘り強
く挑戦する力を備え，国内外で主体的・協
働的に活動できる科学技術人材

学びの技法

＜図表１＞桐生高校のSSHの概念図

＜図表２＞「探究Ⅰ」の課題研究のテーマの例

＜図表３＞「探究Ⅱ」の課題研究のテーマの例（各領域から１例ずつ抜粋）

クラス 班 テーマ
５組 1 桐生和紙と水質の関係
５組 2 桐生の環境とその未来
５組 3 科学離れの現状と今後の対策
５組 4 桐生の鹿と植物
５組 5 桐生市の子育て支援について
５組 6 桐生織物の可能性

分　野 テーマ 人数
行政・地域政策・振興・観光 返礼品で桐生をＰＲ 6
経済・経営・起業 オリンピック開催後の新設競技場の廃墟化について 6
国際・言語 若者言葉の変遷 5
歴史・伝統・文化・芸術・芸能 曲のキーから分かる最近の音楽の傾向 3
教育 図書館の活性化計画 6
数学・情報 2つのグラフの傾きの積 7
物理 ハニカム構造はどれだけ丈夫なのか？ 5
化学 飲み物と薬の溶けやすさ 5
生物 プラナリアの負の走性について 4
地学 津波に強い防波堤について 4
環境 MAYU and CO2　クリーンな桐生を目指して 4

（「平成 29年度指定　スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書」より）

探究のポイント　第8回
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設定」→「情報収集」→「整理・分析」→「まとめ・表

現」を繰り返すことで、生徒の力をスパイラルで育成し

ていく。

校務分掌「資質・能力育成部」の設置や
人事の工夫で指導内容を共有・継続

　全校で探究的な学習に取り組むにあたって、同校がま

ず行ったのが、校務分掌としての「資質・能力育成部」

の設置である。同部は、SSHのプログラムを含めて、生

徒の資質・能力育成に関わる教育活動全体の計画・実施・

改善を担当する。

　同部のメンバーは、部長の北村先生に加え、SSH主担

当の関口先生、各学年の主任と探究活動のチーフ、理数

科主任、理科系の教員など、12人程度で編成している。

そして毎週１回会議を開き、管理職も出席して、探究活

動やそれ以外のSSHの活動について話し合う。

　同部内には「計画係」「開発係」「教員研修係」の３つ

の係があり、発足当初、「計画係」は年間計画立案や日程

調整を行った。「開発係」はSSHの内容について科学技

術振興機構との調整・決定や、群馬大学など学外の機関

との関係づくり、「探究Ⅰ」で使用する『学びの技法』の

テキスト作成、ルーブリックの作成などとともに、それ

らを年間計画の中でどのように活用していくかなどを検

討した。「４年目の現在は、『計画係』と『開発係』は一

緒に探究活動の計画や運営を担当しています。SSH３期

目の最初の学年が今春卒業したので、今年度はその学年

をベースに改善を行うはずでしたが、新型コロナウイル

ス感染症流行によって計画の再構築に追われることにな

りました」（関口先生）。

　「教員研修係」については、かつては各教科の授業の研

修が中心だったが、現在は、外部講師を招いての探究活

動に関する講演やアクティブラーニングの研修など、生

徒の資質能力を伸ばすための研修を多く企画していると

いう。

　探究的な学習の継続性の担保については人事面での工

夫も行っており、七原登先生は「校長先生のご配慮によ

り、ここ数年、１学年の担任として探究的な学習の指導

を経験した教員が、翌年の１学年の学年主任を務めてい

ます。さらにもう１、２名の担任か副担任が翌年の学年

に残り、資質・能力育成部のメンバーとなります。これ

によって、翌年の探究をスムーズに運営することができ

ます」と説明する。

「探究基礎Ⅰ」のテキストによって、
教員も課題研究の技法を教えながら修得

　以上のような同校の取り組みの一番の特徴は、探究的

な学習のために必要な基盤となる力を育成するための科

目「探究基礎」を設置している点である。そして教員全員

が「探究」を担当するにあたって重要な役割を果たしてい

るのが、「探究基礎Ⅰ」のテキスト『学びの技法』である。

　「探究的な学習に必要な知識やスキルは、理数科では研

究の過程でその都度指導しており、２期にわたるSSHを

通じて指導のポイントも共有されていました。しかし全

校で実施するとなると、理数科の指導に携わっていなか

った先生が探究的な学習の指導に慣れていないことや、

学年によって指導法に差が出ることが懸念されました。

そこで理数科での経験を整理し、理数科・普通科の研究

テーマに共通する技法を体系化したテキストを作成する

ことにしました。また、テキストには指導案をつけるこ

とで、先生も指導しながら探究的な学習のポイントをつ

かめるようにしました」（関口先生）。

　テキストの目次は＜図表４＞の通りで、0章から10章
からなり、２時間連続の授業11回分の構成である。各章

とも、冒頭でその章の学習の目的を確認したあと実践に入

る。内容は、①学習する内容を班で学ぶ「テキスト本文」、

②内容を振り返る「リフレクションシート」、③①を生徒

に取り組ませる時間や解答例などを記入した「授業デザ

イン」の３つから構成され、章によってはさらにワーク

シートが付け加えられている。なお、冊子になったテキス

トは教員用で、①と②は印刷して毎時間生徒に配布する。

＜図表４＞平成30年度『学びの技法』目次

目次

探究活動におけるテキストの位置づけ ………………… 1

０ 章 　探究活動のためのリサーチリテラシー  ………… 3
１ 章 　聞く力  ……………………………………………… 9
２ 章 　課題発見力 ………………………………………… 28
３ 章 　読解力 ……………………………………………… 46
４ 章 　情報収集力 ………………………………………… 65
５ 章 　情報整理力 ………………………………………… 85
６ 章 　ディスカッション ………………………………… 96
７ 章 　執筆力 …………………………………………… 107
８ 章 　プレゼンテーション力 ………………………… 120
９ 章 　グループ学習 …………………………………… 132
10章　データ分析力 …………………………………… 142
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　具体的な取り組みを「第１章　聞く力」を例に紹介す

る。「聞くこと」や「メモをとること」の重要性を理解さ

せるために、まず生徒はそれらの重要性について述べた

文章を精読し、グループディスカッションを通じてポイ

ントをまとめる。その後、実際に先生の読む例文をメモ

にとり、聞いた内容を他者にわかりやすく伝えることを

めざす。つまり、探究活動に必要な事柄の理論を学びつ

つ、実践しながらスキルを習得していく仕組みだ。

　授業の最後には、その日学んだことをリフレクション

シートにまとめる。また、毎回、グループワークへの関与

度、授業の難易度、時間設定が適当であったかどうかに

ついてのアンケートをとって、授業改善に活かしている。

学校教育全体を通じた資質・能力育成に向け
桐生高校のグランドデザインを見直し

　生徒の評価は、「探究基礎Ⅰ」については、ペーパーテ

ストによる数値評価を行っている。テストは『学びの技

法』で学んだ知識の定着度を測るもので、学年間での定

点観測も行っている。また、同校では河合塾の『学びみら

いPASS』（※）を導入しており、関口先生は「１年経つと生

徒のリテラシーが大幅に向上するのは、探究的な学習によ

るところが大きいのではないかと考えています」と言う。

　また、「生徒は、自分たちの取り組みについてしっかり

話せるようになり、質問にも的確に回答できるようにな

りました」と関口先生は言い、七原先生も「模試の国語

や英語の成績が安定してきており、探究的な学習で読解

力や論理的思考力が養われた成果だと感じています」と

続ける。

　SSHの研究事業の評価としては、生徒、職員、保護者、

卒業生と、幅広くアンケート調査を行って検証している。

本記事のテーマである「指導内容の共有と継承」に関す

る項目についてのアンケート結果から紹介すると、「今年

度のSSH活動への関わりの程度をお答えください」につ

いては「関わった」「やや関わった」の合計が86%、「本

校のSSH活動の内容を理解していますか」については、

「理解している」「やや理解している」の合計が98%、

「SSH事業に対して学校全体で組織的に取り組んでいる

と思いますか」については「思う」「やや思う」の合計が

91％となり、数値的にも、学校全体での取り組みが実現

できていることがわかる。

　しかし「これに甘んじることなく、これからも大小の

リニューアルを繰り返しながらブラッシュアップしてい

きたい」と北村先生は言い、そのために、毎年、各取り

組みに対して“Good”“Bad”“Next”と評価しながら振り

返り、翌年に引き継いでいるという。また、生徒へのア

ンケートに「探究、あるいはSSHで培った力がほかのど

ういうところで活かされましたか」「ほかの教科のどこが

探究に役立ちましたか」という自由記述の質問項目を入

れて、回答することを通して探究と他教科や他の活動と

のつながりを意識させるよう工夫している。

　最後に北村先生は、「本校は来年度、桐生女子高等学校

と統合します。統合後も探究的な学習は現在の形を引き

継いで行うことが決まっていますが、教員がどのくらい

入れ替わるかなど予想がつかないこともあります。その

ため、現在の取り組みを継承していくために、今いる教

員で、同じ方向を向いていくことに力を入れています。

本校の教育活動のグランドデザインも改めて見直し、各

教科でどの資質・能力を育成するかの紐付けも行いまし

た。それを意識した授業をすることにより、教科で培っ

た力と探究的な学習で培った力をより一層、相互に活か

していくことができます。その上で、来年度以降の探究

的な学習を進化させていきたいと考えています」と抱負

を語ってくれた。

群馬県立桐生高等学校

◇所在地：群馬県桐生市美原町1-39

◇沿革：1917（大正  6）年　町立桐生中学校設立
　　　　1921（大正10）年　群馬県立桐生中学校となる

1948（昭和23）年　 学制改革により群馬県立桐生高等学
校と改称

　　　　1998（平成10）年　理数科（男女共学）新設
　　　　2021（令和  3）年　群馬県立桐生女子高等学校と統合

◇学級編成：各学年普通科４クラス、 理数科２クラス

◇生徒数：男子618名、女子98名（2020年５月１日現在）

◇特色：2020年で創立103年を誇る伝統校。課題研究以外の
SSHの取り組みとして、海外研修や科学系の部活動、科学系コ
ンテストへの出場などがある。

◇卒業生の進路：2019年度 卒業生279名
・進路：４年制大学238名、短期大学１名、専門学校６名、海

外の大学３名、就職１名、その他30名
・合格状況（現役生、延数）：国公立大学108名、私立大学546名

（※）学びみらいPASS：「新しい学力」を測定するアセスメントテスト。①教科学力を測る「Kei-SAT」、②ジェネリックスキルを測る「PROG-H」、③学
習生活パターンを測る「LEADS」、④適性・興味関心を測る「R-CAP for teens」の４つからなる。

探究のポイント　第8回
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